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現在の蚕の品種は、世界中の蚕の原種から良い特徴をもつ蚕を選び出して、掛け合わせて作られました。

実用品種の研究の歴史は長く、人工のえさでも食べる蚕（広食性）、病気に強くじょうぶに育ち、きれい

な質のよい糸を作るように、すぐれた特徴を持った新しい品種が常に研究され作り出されました。

Ｑ1.「どうして、たくさんの品種を交配して実用品種を作るの？」

Ａ1.「二つの異なる系統の品種を掛け合わせると、親より優れた特徴をもった子が出来る事があります。

これを、『雑種強勢』といいます。体が丈夫になり、繭も大きくなるため、生産性が優れます。そのため、

蚕の品種改良は品質のよい絹糸の安定した生産に大きな役割を果たしています。」

Ｑ2.「カイコ飼育セットの蚕が卵を産んだのですが、孵化した幼虫に模様が違うものが混じっています。」

Ａ2.「カイコ飼育セットの蚕品種は交雑種になり、交雑種同士を掛け合わせても、元の品種にはなりま

せん。蚕品種を生産するためには、その原種（原蚕）、または原原種（固定種）までさかのぼって掛け合わせ、

親となる蚕を作らなければなりません。このように、いろいろな品種の育成には親となる品種（固定種）

が多く必要になります。固定種は、保存蚕品種として国の機関や大学などで大切に保存、維持されてい

ます。」
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保存蚕品種の原産地

欧州種
フランス・イタリアなど

東南アジア種
（熱帯種、印度種とも呼ぶ）

インド・タイなど

中国種
中国

日本種
日本

※主な原産地の大まかな位置

欧州種

中国種

日本種

東南アジア種

体が大きく、成長が遅い。

暑さ、病気に弱い。糸が太く、多い。

暑さ、病気に強い。糸は少なめで

細い。繭の形は楕円が多い。

糸はやや多く、やや太い。繭の形

がくびれている。（俵型）

暑さ、病気に強い。1年の間に世

代を 3回以上繰り返す。（多化性）

地理的蚕品種の主な特性

地理的蚕品種のほかに、突然変異種もあり
ます。

保存蚕品種の在来種と改良種

日本種 中国種 欧州種 東南アジア種

いくつかの保存蚕品種の繭の写真をのせました。

保存蚕品種はたくさんの種類があり、農業生物資源研究

所では、地理的品種が 296 種類、突然変異種が 174 種類

保存されています。
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　とるここうけん　

トルコ黄繭
　いたりーこうけん

　伊黄繭　 ピュアマイソール
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ちょうよう
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保存蚕品種は地理的蚕品種の分類から、更に在来種と改良種に分けられます。



普通蚕品種とは、生糸を生産するために用いられる品種で、蚕糸業を支える大変重要な品種です。

代表的な品種は、春には春の気候に適した春嶺×鐘月、夏から秋は夏秋の気候に適した錦秋×鐘和が

生産されます。

繭の色がオスが白色、メスが黄色になり、羽化の前に安易に雌雄の区別が出来ます。（
げんせいこうけん

限性黄繭）

その特徴により実験によく用いられています。

品種改良のために人工的に突然変異を起こさせました。親の蚕も同じ特徴を持ちます。

カイコ飼育セットの
さんひんしゅ

蚕品種ができるまで

しゅんれいしょうげつ　

「春嶺×鐘月」 白繭　春期販売品種

「春」×「嶺」 ＝ 「春嶺」
日日固定種 日欧固定種 　日欧原種

「鐘」×「月」 ＝ 「鐘月」
中中固定種 中中固定種 　中中原種

＝「春嶺×鐘月」

実用蚕品種

日中欧四元交雑種}×
きんしゅうしょうわ　

「錦秋×鐘和」 白繭　夏秋期販売品種

「錦」×「秋」 ＝ 「錦秋」
日日固定種 日欧固定種 　日日原種

「鐘」×「和」 ＝ 「鐘和」
中中固定種 中中固定種 　中中原種

＝「錦秋×鐘和」

実用蚕品種

日中四元交雑種｝×

　　おうはく

「黄白」
四元交雑種

（日０３号×日０４号）×（中０３号×中０４号）

＝

「日 03 号」×「日 04 号」 ＝ 「日 03 号×日 04 号」
日中欧固定種 日中固定種 日中欧交雑原種

「中 03 号」×「中 04 号」 ＝ 「中 03 号×中 04 号」
中中固定種 中中固定種 中中交雑原種

｝×

ふつうさんひんしゅ

普通蚕品種
―絹糸をとる白い繭―

げんせいひんしゅ

限性品種
―オスとメスが違う色の繭を作る―

こうけん

黄繭
―黄金色の鮮やかな繭―

カイコ飼育セットに使用している黄繭品種。

人工飼料でも育てやすく、桑の葉で飼育すると鮮やかな黄金色の繭をつくります。

白繭品種　×　黄繭品種　＝　
さとやまこがね　

「里山黄金」
（販売名称）

日中交雑種

中国種日本種

（詳しい品種の情報は非公開）
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四元交雑である実用品種を生産するためには、原原種→原種（原蚕）→実用品種の順に生産されます。

「春嶺×鐘月」を例にとると、「春」×「嶺」,「鐘」×「月」というように最初に原原種を交配して、

原種（原蚕）の「春嶺」と「鐘月」を生産し、「春嶺」と「鐘月」を掛け合わせることで「春嶺×鐘月」

が生産されます。

原原種の「春」,「嶺」,「鐘」,「月」と原種の「春嶺」,「鐘月」は固定種ですが、実用品種の「春嶺

鐘月」は一代交雑種（F1）になります。

品種の図の説明
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